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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第69期
第１四半期
連結累計期間

第70期
第１四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自　平成27年４月１日

至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日

至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日

至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 2,678,388 3,001,035 12,860,245

経常利益又は経常損失（△） （千円） △73,494 46,978 278,420

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

（千円） △39,543 32,192 174,718

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △25,466 29,449 178,428

純資産額 （千円） 1,740,084 2,012,826 2,018,479

総資産額 （千円） 9,955,945 10,698,394 10,726,329

１株当たり四半期（当期）
純利益金額又は
四半期純損失金額（△）

（円） △2.78 2.19 12.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 17.5 18.8 18.8
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、第69期及び第70期第１四半期連結累計期間

については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

第69期第１四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在していない

ため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動については、当社連結子会社であったＧＢＲ株式会社は、平成28年３月31日より清

算手続を開始したことに伴い重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。

　この結果、平成28年６月30日現在では、当社グループは、当社、子会社２社及び関連会社３社により構成される

こととなりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や金融政策により雇用・所得環境の改善

が続くなか設備投資は持ち直しの動きが見られ緩やかな回復基調となりました。しかし、中国を始めとするアジア

新興国や資源国等の景気下振れによる国内景気の影響に加えて、英国のＥＵ離脱決定などを背景に世界規模で先行

き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループの売上高は30億１百万円（前年同四半期比12.0％増）、営業利益は44百万

円（前年同四半期は74百万円の損失）、経常利益は46百万円（前年同四半期は73百万円の損失）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は32百万円（前年同四半期は39百万円の損失）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①情報サービス事業

売上高は、主力のソフトウェア受託開発事業及び人事給与・会計を中心としたソリューションサービス事業の

売上が増収となりました。クラウドサービス事業については減収となりましたが、情報サービス事業全体として

は増収となりました。

以上の結果、売上高は22億24百万円（前年同四半期比17.6％増）となりました。

セグメント利益は、ソフトウェア受託開発事業において、売上増に伴い大幅な増益となりました。また、ソ

リューションサービス事業及びクラウドサービス事業においても堅調に利益を計上いたしました。

以上の結果、セグメント利益は１億43百万円（前年同四半期比487.1％増）となりました。

②物流事業

売上高は、港運事業において原糖の本船荷役量の減少により減収となりました。倉庫事業は新規商材とスポッ

ト貨物の取扱量増加により増収となりました。陸運事業は小麦粉輸送が堅調に推移したことにより増収となりま

した。

以上の結果、売上高は７億76百万円（前年同四半期比1.3％減）となりました。

セグメント利益は、陸運事業において小麦粉輸送の売上増に伴い増益となりました。港運事業及び倉庫事業に

おいても堅調に利益を計上し、全事業が増益となりました。

以上の結果、セグメント利益は91百万円（前年同四半期比19.6％増）となりました。

（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産の合計は106億98百万円（前連結会計年度末比27百万円減）、負債の合

計は86億85百万円（前連結会計年度末比22百万円減）、純資産の合計は20億12百万円（前連結会計年度末比５百万

円減）となりました。
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資産の合計の主な変動要因は、現金及び預金の増加１億85百万円、仕掛品の増加１億25百万円、受取手形及び売

掛金の減少５億79百万円などによるものであります。

負債の主な変動要因は、賞与引当金の増加１億74百万円、支払手形及び買掛金の減少１億63百万円、短期借入金

の減少26百万円などによるものであります。

純資産の主な変動要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上と配当金による利益剰余金の取り崩しによ

るものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 52,800,000

計 52,800,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成28年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成28年８月10日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 15,000,000 15,000,000
東京証券取引所　　
市場第二部

単元株式数は1,000株
であります。

計 15,000,000 15,000,000 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成28年４月１日～
平成28年６月30日

－ 15,000 － 802,250 － 162,250
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

　平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
　普通株式 288,000

完全議決権株式（その他） 　普通株式 14,677,000 14,677 －

単元未満株式 　普通株式 35,000 － －

発行済株式総数  15,000,000 － －

総株主の議決権  － 14,677 －
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式103株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

　平成28年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

鈴与シンワート株式会社
東京都港区芝四丁目
１番23号

288,000 － 288,000 1.92

計 － 288,000 － 288,000 1.92
 

（注）発行済株式総数に対する所有株式数の割合は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人大手門会計事務所による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,169,002 1,354,244

  受取手形及び売掛金 2,108,434 1,528,916

  商品及び製品 52,617 132,902

  仕掛品 453,683 578,881

  原材料及び貯蔵品 613 753

  その他 289,492 436,541

  貸倒引当金 △1,492 △1,779

  流動資産合計 4,072,350 4,030,460

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,843,249 1,822,762

   土地 2,489,232 2,489,232

   その他（純額） 1,071,501 1,088,294

   有形固定資産合計 5,403,983 5,400,289

  無形固定資産 252,159 251,416

  投資その他の資産   

   投資有価証券 374,287 369,486

   繰延税金資産 493,457 510,503

   その他 145,700 152,285

   貸倒引当金 △23,467 △23,463

   投資その他の資産合計 989,977 1,008,811

  固定資産合計 6,646,120 6,660,517

 繰延資産 7,859 7,417

 資産合計 10,726,329 10,698,394
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 892,654 728,848

  短期借入金 1,622,620 1,596,620

  未払法人税等 140,544 91,826

  賞与引当金 308,507 482,591

  受注損失引当金 2,161 4,045

  その他 533,005 534,462

  流動負債合計 3,499,494 3,438,393

 固定負債   

  社債 525,000 525,000

  長期借入金 2,669,410 2,668,755

  再評価に係る繰延税金負債 171,986 171,986

  役員退職慰労引当金 21,489 19,219

  訴訟損失引当金 10,800 10,800

  退職給付に係る負債 1,534,092 1,573,350

  その他 275,577 278,062

  固定負債合計 5,208,356 5,247,174

 負債合計 8,707,850 8,685,568

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 802,250 802,250

  資本剰余金 162,250 162,250

  利益剰余金 903,889 900,979

  自己株式 △37,110 △37,110

  株主資本合計 1,831,279 1,828,369

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 14,256 7,261

  土地再評価差額金 214,733 214,733

  退職給付に係る調整累計額 △41,789 △37,538

  その他の包括利益累計額合計 187,200 184,457

 純資産合計 2,018,479 2,012,826

負債純資産合計 10,726,329 10,698,394
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 2,678,388 3,001,035

売上原価 2,569,873 2,763,640

売上総利益 108,514 237,395

販売費及び一般管理費 182,872 192,856

営業利益又は営業損失（△） △74,358 44,538

営業外収益   

 受取利息 24 20

 受取配当金 4,854 3,179

 持分法による投資利益 5,206 8,292

 受取賃貸料 4,800 4,800

 その他 2,228 1,970

 営業外収益合計 17,114 18,262

営業外費用   

 支払利息 15,019 14,628

 その他 1,231 1,194

 営業外費用合計 16,250 15,822

経常利益又は経常損失（△） △73,494 46,978

特別利益   

 固定資産売却益 － 5,099

 特別利益合計 － 5,099

特別損失   

 固定資産除却損 － 453

 特別損失合計 － 453

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△73,494 51,625

法人税等 △33,951 19,433

四半期純利益又は四半期純損失（△） △39,543 32,192

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△39,543 32,192
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △39,543 32,192

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 10,100 △6,994

 土地再評価差額金 448 －

 退職給付に係る調整額 3,528 4,251

 その他の包括利益合計 14,076 △2,742

四半期包括利益 △25,466 29,449

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △25,466 29,449
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第１四半期連結会計期間より、当社連結子会社であったＧＢＲ株式会社は、平成28年３月31日より清算手続を

開始したことに伴い重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。

 
（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当

第１四半期連結会計期間から適用しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年６月30日)

減価償却費 121,785千円 128,646千円
 

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 35,531 2.50 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 36,779 2.50 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

情報サービス
事業

物流事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,891,840 786,547 2,678,388 － 2,678,388

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

1,366 － 1,366 △1,366 －

計 1,893,207 786,547 2,679,754 △1,366 2,678,388

セグメント利益又は損失
（△）

24,519 76,469 100,989 △175,347 △74,358
 

(注) １　セグメント利益又は損失（△）の調整額△175,347千円は、セグメント間取引消去△1,366千円と各報告

セグメントに配分していない一般管理費等の全社費用△173,981千円が含まれております。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

情報サービス
事業

物流事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 2,224,613 776,421 3,001,035 － 3,001,035

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

309 － 309 △309 －

計 2,224,922 776,421 3,001,344 △309 3,001,035

セグメント利益 143,945 91,443 235,388 △190,849 44,538
 

(注) １　セグメント利益の調整額△190,849千円は、セグメント間取引消去△309千円と各報告セグメントに配分

していない一般管理費等の全社費用△190,540千円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期純損失金額（△）

△２円78銭 ２円19銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）
(千円)

△39,543 32,192

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純
利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損
失金額（△）(千円)

△39,543 32,192

普通株式の期中平均株式数(株) 14,212,400 14,711,897
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について、前第１四半期連結累計期間については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

当第１四半期連結累計期間は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

鈴与シンワート株式会社(E04337)

四半期報告書

17/18



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月９日

鈴与シンワート株式会社

取締役会  御中

 

監査法人　大手門会計事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   池   上   健　　志   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   才   川   久   男   印

 

 
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鈴与シンワート

株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日か

ら平成28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鈴与シンワート株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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